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発表演題名 食中毒事例で分離されたサルモネラ属菌の分子疫学的解析 

発表学会名 平成 25 年度地方衛生研究所全国協議会 東海・北陸支部微生物部会 

発表者名 大村勝彦 

開催場所 富山県高岡市 

発表日時 平成 26 年 3 月 7 日（金） 

発表内容 平成 25 年 10 月 25 日に県外のバーベキュー施設を利用した A グループ

234 名中 9 名の食中毒が発生した。また、同日、同施設を利用した B グル

ープ 46 名にも 12 名の有症者がいることが判明した。A グループより S. 

Infantis（SI）5 株、S. Bovismorbificans（SB）2 株、S. Kottbus および S. Cerro 

各 1 株、B グループより SI 2 株、計 11 株のサルモネラ属菌が分離された。

そこで、SI 7 株および SB 2 株についてパルスフィールドゲル電気泳動

（PFGE）を、さらに 11 株全てについて 12 種類の薬剤感受性試験を行い、

菌株間の比較検討を実施した。 

 SI 7 株の PFGE パターンは 2 パターンであったが、1 バンドの違いであ

りほぼ同一と思われた。SB 2 株は同一のパターンであった。SI の薬剤感受

性は NA（ナリジクス酸）に耐性 4 株、NA および Su（スルフィソキサゾ

ール）に耐性 1 株、NA および SM（ストレプトマイシン）に耐性 1 株、

NA に耐性および SM に中間の感受性を示すもの 1 株の 4 つのパターンを

示した。他の 9 剤にはすべて感受性であった。SB 2 株の薬剤感受性は NA

に中間の感受性を示し、他の 11 剤についてはすべて感受性であった。以上

から 2 つのグループから分離された SI および SB はそれぞれ同一由来株で

あると推定された。 

 

 

 

 
 


